
Q　
度
島
診
療
所
、
大
島
診
療
所
の
在
り

方
、
将
来
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
で
地
域

医
療
を
確
保
し
て
い
く
の
か
。

A　
市
長

　

市
立
病
院
と
と
も
に
医
師
の
高
齢
化
お

よ
び
医
師
不
足
が
慢
性
化
し
て
い
る
。
今

後
も
厳
し
さ
が
予
想
さ
れ
る
中
で
、
市
民

が
安
心
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に
関
係

機
関
と
の
連
携
強
化
、
救
急
医
療
体
制
の

充
実
を
図
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
よ

り
良
い
地
域
医
療
体
制
の
確
立
に
努
め

る
。

Q　
今
後
、
離
島
の
医
療
を
維
持
す
る
た

め
に
は
民
間
病
院
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
も

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

A　
市
民
生
活
部
長

　

現
時
点
で
民
間
病
院
に
ア
プ
ロ
ー
チ
は

し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
地
域
連
携
会
議

等
で
協
議
し
て
検
討
す
る
。

Q　
生
月
病
院
、
平
戸
市
民
病
院
は
、
現

状
の
ま
ま
で
は
存
続
が
非
常
に
厳
し
い
と

思
う
。
例
え
ば
生
月
病
院
を
今
後
回
復
期

の
形
態
に
す
る
と
、
現
状
の
ま
ま
で
は
公

営
企
業
債
の
交
付
税
措
置
は
25
％
し
か
な

い
。

　
こ
れ
を
返
還
型
と
か
近
隣
病
院
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
で
、
40
％
ま
で
も

ら
え
る
よ
う
に
な
る
。

　
で
き
る
だ
け
経
費
を
抑
え
る
た
め
に
も

近
隣
病
院
と
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A　
病
院
局
長

　

生
月
病
院
に
お
い
て
は
、
医
師
確
保
の

状
況
や
将
来
の
医
療
需
要
の
動
向
を
見
据

え
な
が
ら
建
て
替
え
時
を
め
ど
に
病
院
と

し
て
の
存
続
、
有
床
診
療
所
ま
た
は
無
床

診
療
所
へ
の
移
行
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
選

択
肢
を
検
討
す
る
。

Q　
回
復
期
の
人
を
生
月
病
院
で
受
け
入

れ
て
、
中
間
診
療
を
行
な
っ
て
、
も
し
も
の

と
き
は
、
救
急
車
で
平
戸
市
民
病
院
に
移

動
す
る
。

　

平
戸
市
民
病
院
に
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
統

合
、集
約
し
て
医
療
に
対
応
す
る
方
法
な
ど
、

い
か
に
し
て
生
月
病
院
を
医
療
機
関
と
し

て
存
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ
の
た

め
に
も
市
内
の
民
間
病
院
と
将
来
に
向
け

た
病
院
・
地
域
医
療
の
分
担
の
協
議
を
す

る
協
議
会
を
作
り
、
議
論
す
る
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

A　
市
長

　

存
続
す
る
病
院
、
医
療
機
関
の
役
割
、

課
題
な
ど
、
お
互
い
の
医
療
機
関
の
独
自

性
を
尊
重
し
な
が
ら
、
今
後
意
見
集
約
を

図
る
。

●
地
域
医
療
つ
い
て

●
平
戸
、
海
の
も
の
が
た
り
事
業
の
大
幅
な
収
支
計
画
誤
算

　

に
つ
い
て
は
説
明
責
任
が
必
要
だ

●
市
民
サ
ー
ビ
ス
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
優
先
順
位
を
考
え
る
べ
き
だ

　
　
　

Q　
今
回
の
平
戸
、
海
の
も
の
が
た
り
事

業
の
目
的
と
プ
ロ
セ
ス
は
理
解
で
き
る
が
、

収
支
計
画
に
大
幅
な
誤
算
が
出
た
こ
と
は

計
画
に
無
理
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

イ
ベ
ン
ト
責
任
者
と
し
て
説
明
が
必
要
だ
。

A　
市
長

　

平
戸
城
再
築
城
３
０
０
周
年
で
、
お
城

も
人
気
が
あ
り
、
ビ
ッ
グ
ネ
ー
ム
で
の
イ

ベ
ン
ト
な
の
で
、
黙
っ
て
い
て
も
来
客
が

あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
油
断
と
慢
心
が
あ
り
、

こ
の
結
果
に
な
っ
た
と
強
く
反
省
し
て
い

る
。
今
後
は
リ
ス
ク
回
避
に
念
に
は
念
を

入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

A　
文
化
観
光
商
工
部
長

　

今
回
の
結
果
を
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
生

か
し
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Q　
事
業
の
必
要
性
の
観
点
か
ら
、
消
火

栓
ボ
ッ
ク
ス
の
今
後
の
整
備
予
定
な
ど
に
つ

い
て
伺
う
。

A　
消
防
長

　

１
基
当
た
り
約
９
万
３
千
円
で
、
平
成

31
年
度
に
80
基
、
平
成
32
年
度
に
62
基
整

備
予
定
。
最
終
的
に
は
既
存
分
３
３
７
基
、

新
設
分
４
０
７
基
、
合
計
７
７
４
基
の
設

置
と
な
る
。

　
　
　

も
し
も
の
と
き
の
安
心
安
全
の
た

め
の
施
策
と
い
う
が
、
火
災
報
知
機
の
設

置
補
助
や
夜
間
の
防
犯
灯
設
置
補
助
、
火

災
の
た
び
に
濁
る
老
朽
水
道
管
の
整
備
が

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
優
先
順
位
が

先
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
い
た
だ
き
た
い
。

Q　
働
き
方
改
革
に
関
し
、
職
員
の
残
業

時
間
が
多
す
ぎ
る
の
で
改
革
す
べ
き
だ
。

ま
た
、
職
員
の
能
力
評
価
は
ど
の
よ
う
な

制
度
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A　
総
務
部
長

　

残
業
時
間
は
会
計
検
査
や
各
種
申
請
・

報
告
な
ど
、
時
期
的
な
こ
と
や
各
課
の
業

務
の
質
量
で
変
わ
る
。

　

評
価
に
つ
い
て
は
、
人
事
評
価
に
よ
っ

て
業
績
評
価
と
能
力
評
価
を
行
い
、
直
属

の
上
司
が
１
次
評
価
、
そ
の
上
司
が
２
次

評
価
を
行
う
。

　

直
近
の
期
末
勤
勉
手
当
の
評
価
で
い
う

と
、 

Ｓ
が
２
人
で
４
万
５
千
円
加
算
、 

Ａ

が
１
５
４
人
で
２
万
５
千
円
の
加
算
、 

Ｂ

が
３
９
９
人
で
加
算
な
し
。 

Ｃ
・
Ｄ
が
６

人
で
６
万
７
千
円
の
減
俸
。
な
お
、
戒
告

処
分
を
受
け
た
場
合
は
10
万
７
千
円
、
減

給
処
分
を
受
け
た
場
合
は
14
万
８
千
円
程

度
の
減
俸
と
な
る
。

●
平
戸
市
未
来
創
造
羅
針
盤
が
掲
げ
る
地
域
特
性
の

　

新
年
度
予
算
へ
の
反
映
に
つ
い
て

　
　
　

Q　
地
域
に
よ
っ
て
は
お
の
ず
か
ら
活
性

化
に
向
か
っ
て
い
く
地
区
も
あ
れ
ば
、
行

政
の
目
配
り
、
手
当
て
が
な
け
れ
ば
住
民

に
と
っ
て
も
満
足
が
い
く
よ
う
な
手
当
て
が

さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
地
区
も

あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
予
算
に
反

映
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

A　
市
長

　

平
戸
市
未
来
創
造
羅
針
盤
が
掲
げ
る
地

域
特
性
の
新
年
度
予
算
へ
の
反
映
に
つ
い

て
、
市
内
７
地
域
の
独
自
性
や
優
位
性
を

生
か
し
た
「
目
指
す
べ
き
姿
」
を
掲
げ
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
地
域
特
性
を
踏
ま

え
、
市
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
て
各
種

施
策
の
推
進
お
よ
び
健
全
な
財
政
運
営
の

確
立
の
両
立
を
念
頭
に
編
成
し
、
基
本
的

な
柱
と
し
て
６
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
将

来
像
の
実
現
に
向
け
た
施
策
の
展
開
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
政
策
的
な
事
業
に
つ
い
て

は
、
実
施
計
画
を
基
本
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
特
性
を
包
含
し
た
事
業
計
画
と

な
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

　

一
例
を
あ
げ
る
と
、
た
く
ま
し
く
元
気

な
産
業
の
振
興
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
構
築

事
業
は
、
度
島
地
区
以
外
の
地
区
で
取
り

組
む
も
の
で
あ
り
、
持
続
可
能
な
水
産
業

を
確
立
す
る
漁
港
整
備
事
業
で
は
生
月
地

区
、
北
部
地
区
お
よ
び
中
南
部
地
区
に
お

い
て
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
い
っ
た
地
域
特
性
を
発
揮
す
る
た

め
に
も
、
関
係
諸
団
体
な
ど
と
行
政
に
お

い
て
協
議
を
重
ね
た
上
で
の
予
算
要
求
が

あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
、
総
合
計
画
の

目
標
達
成
に
資
す
る
よ
う
な
各
種
事
業

を
、
十
分
な
精
査
を
行
い
な
が
ら
、
予
算

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

Q　
少
子
化
が
進
む
中
、
市
内
の
小
中
学

校
な
ら
び
に
高
校
の
現
状
と
行
政
の
役
割

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

A　
教
育
次
長

　

平
成
30
年
５
月
１
日
現
在
、
児
童
数
は

１
，
４
９
５
人
、
生
徒
数
が
７
４
９
人
と

な
っ
て
お
り
、
合
併
時
の
児
童
数
２
，
５

０
１
人
、
生
徒
数
１
，
４
９
５
人
と
比
較

す
る
と
、
児
童
数
が
約
60
％
、
生
徒
数
が

約
50
％
と
な
っ
て
お
り
、
お
よ
そ
半
数
ま

で
減
少
し
て
い
る
。

A　
財
務
部
長

　

市
内
中
学
校
生
徒
の
市
内
高
校
へ
の
進

学
の
割
合
は
53
％
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
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　住威三美議員

池田　稔巳議員 松本　正治議員

①（公社）みらいサポート石巻
　（宮城県石巻市）

②（有）下山農場（千葉県旭市）

③  総務省、農林水産省（東京都
　  千代田区）

全ての報告は、議会事務局にて閲覧できます。

政務活動報告
　政務活動費とは、市政に関する調査研究・市政と関連性があるその他の活
動に資するために必要な経費の一部として、会派に対し所属議員数に応じて
交付されるものです。　　（１人当たり月額１万円を上限）

市
民
ク
ラ
ブ

政　

和　

会

研修者氏名 研修・調査内容 研修地

竹山　俊郎

　住　威三美

松尾　　実

山内　政夫

田島　輝美

池田　稔巳

  

10 月 30 日～ 11 月 2日

①アプリを活用して防災まちあるき視察研修

②養豚経営の視察研修

③自治体病院の不採算についての国の交付税

　措置の今後の状況、地域ＩoＴ実装総合支

　援事業など

    


